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2025 年 1 月発行 174 号 日本共産党の見解を発表します。
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今年もどうぞよろしくお願いいたします

新年いかがお過ごしでしょうか。

昨年の臨時国会は、自・公の過半数割れを受け、大きく様変わりしました。補正予算で

は野党の要求をのみ、能登への復興予算が不十分ながら盛り込まれました。28 年ぶりの修

正可決です。政治資金規正法審議では、自民党は政務活動費の名前を変えた抜け穴を削除

せざるを得ませんでした。

この流れを通常国会へ、自民党だけが反対して通らなかった国民の願いが通る可能性が

広がっています。先送りされた企業・団体献金の禁止、選択的夫婦別姓や最賃１５００円

への引き上げ、消費税は廃止を目指して緊急に５%へ、学費引き下げ・無償化、紙の保険

証存続などなど、声を上げ運動を広げてまいります。ご協力をお願いいたします。

一つ一つの中間選挙と都議選勝利、参議院選比例区で 5 人のベストチームを国会へ、選

挙区は現職の議席絶対確保と議席増に全力で奮闘いたします。

ご支援をよろしくお願いいたします。

日本共産党つくばみらい市委員会は、11 月 26 日（月）、2025 年度予算編成における

要望書を小田川浩市長に提出しました。

要望は高校・大学生への給付型奨学金

制度の創設や公園にトイレの設置、谷井

田十字路付近の交差点信号機の改善、高

齢者１人暮らしと同じく高齢者世帯にも

室内防災無線機設置の拡大、青木の常総橋

手前の歩道の整備など 71 項目。

「給食の無償化」を求める署名５６３筆、

「加齢性難聴者の補聴器購入費への助成」

を求める署名４１０筆を添えて提出しま

した。実現のため力を尽くしてまいります。
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新年 おめでとうございます
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古川 よし枝 12 月議会 報告

12月議会では すべての議案が可決されました。

●きらく山すこやか館お風呂の廃止による条例の改定→古川議員

反対

●土地開発基金の廃止による約 1 億 2 千万の預金を市一般会計

質問：総務省は地方自治体においても会計

年度任用職員の「3 年目公募」ルールの撤

廃を可能とする通知を出した。3 回目の雇

用継続は公募による採用となり、再度応募

して試験を経なければ継続雇用にならず、

常に不安定な雇用だった。そのルールの見

直しが行われるということだが、全国を見

ると、「雇止め」が起きている自治体があ

る。本市の状況はどうか。

困ったことがありましたら、いつでも声をかけてください。弁護士の

予約を取ります。連絡は、つくばみらい市議の古川よし枝まで。

連絡先：090-7183-6397

生活・無料

法律相談

11 月 27 日～

12 月 13 日

へのくりいれ、保有土地 25,368 ㎡（原野・畑等）を市の普通財産に移行

●コミュニティセンターの指定管理者の更新で「シダックス大新東ヒューマンサー

ス株式会社」に（継続）→小林議員反対

●小絹児童館指定管理者の更新で「株式会社アンフィ二」（新）に→小林議員反対

●板橋わかくさ幼稚園跡地へ建設の「子育て応援住宅」の名称を「エルグランディ

ール」と命名。1 月に入居開始。

水道広域化・県水道一本化基本協定につくばみらい市参加

国の水道の広域化推進を踏まえて、茨城

県は水道事業の県一本化を検討してきて、

令和 7 年 2 月に一体化基本協定の締結・法

定協議会の設立が予定されています。44 の

市町村（水道事業体）の一本化を想定した

水道事業財政シミュレーションを示してい

ますが、これに参加するとしているのは、

現段階では自治体の約 51％に過ぎません。

検討中が多い中、つくば市、水戸市、東海

村、ひたちなか市,県南水道企業団等 12 自

治体は参加せずに「単独事業」を選択して

います。理由は一本化で料金が高くなるこ

とや県水を使っていないことなどです。

つくばみらい市は12月議会経済常任委員

会で、県一本化に参加するという報告があ

りました。

報告は、県一本化で、自己水源の井戸を

使わず、浄化槽を廃止にすれば、施設維持

管理経費等の削減が可能で、施設の改修や

老朽管路等の更新などに国の交付金が使え

ることから、水道料金の値上げ幅を抑える

ことができると説明。

現在、市の水道水は約 6 割が県水（河

川）、4 割が市内の井戸水を使っています

が、県一本化で 100％県水になります。

東日本大震災でも昨年の能登半島地震で

も小規模水道や水源を複数にする方がよい

というのが教訓です。

実施は 30 年後ですが、市の将来にとっ

て大事なこと、黙って見過ごすことは問題

です。

日本共産党は市民への説明会を求めて

います。

答弁：これまでの「3 年目公募」の実施で

令和５・6年度に合計4名が継続できなか

った。今後は「3 年目公募」採用を取らな

いので、本人の意向の確認や業務評価はす

るものの、継続年数による解雇はなくなる

が、年齢による体力面は考慮する。

古川議員は「保育所や幼稚園の会計年度

任用職員は６割を超えており、処遇改善は

無論のこと、正規雇用を」と求めました。

一般質問 市職員の約半数は非正規雇用・会計年度任用職員

「３年目公募」採用ルール廃止 継続年数で解雇にはならない

県水道一本化にして、2 つの浄化槽の廃止で経費削減、国の交付金活用で、

料金の値上げ幅を小さくというが、、、、、


